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議会Newsニュース

（仮）広陵町生活支援特別定額給付金

家計を支援
一人あたり１万円
～みんなで町内消費のご協力を～

新型コロナウイルス感染症の収束の兆しが見えな
い中、町民の皆さんの日常生活への影響が大きいとし
て、去る3月26日に議会から町長に対し感染症対策と
して緊急要望をしていました「広陵町生活支援特別定
額給付金事業」について、7月定例町議会で補正予算
が上程され全員一致で原案可決されました。

内容は、コロナ禍による社会経済が疲弊する中、少しでも皆さん方の家計支援の一助となる
よう町民一人につき1万円を支給するものです。
さらに、各世帯への町指定のごみ袋の無料引換券の配布も実施されます。
詳細については、広報「こうりょう」、町ホームページ等で追って掲載されますのでご確認
願います。

6月16日、町長に対し新型コロナウイルス感染症対策
として、4度目の緊急要望書を提出しました。
ワクチン接種計画に基づくスケジュールや接種状況等
について、町民に対し適宜適切な説明及び情報発信、並
びに確実に接種事業が進められるよう、速やかな対策を
講じることを要望しています。

新型コロナウイルス感染症対策
要望書を提出‼

5月22日19時からほぼ1時間、オンラインで議
会報告会を開催しましたところ、直近データで
330名の方のアクセスがあり驚いています。毎年
開催されていたかぐや姫まつりで、「議会傍聴は
行かないが動画でアップするのならアクセスし
てみたい」という回答が多く寄せられていたた
め、昨年12月議会よりインターネット録画配信を
始めました。これを力に「広陵町のごみ問題」を
テーマに、これまでの経緯や住民の皆さまの不
安や疑問解消に応えたいと企画したものです。

①なぜ10市町村が共同してごみ処理する
ことを企画したのか②経費見通しはどうか 
③現行のクリーンセンター稼働停止（令和4
年3月18日）から天理でのごみ処理稼働開始
までの37か月間はどうなるのか④分別の方
法は変わるのか 等
いわゆるカメラ目線がなかなか難しく（報
告を暗記する必要がある）苦労しましたが、
概ね好評であり11月に今年度2回目の議会報
告会開催を予定しています。

やりました！オンライン議会報告会

視聴URL
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防災勉強会 ６月２１日（月）

シェイクアウト 7月9日（金）

議会報告会の開催を、下記の通り予定しております。当日は、
みなさまから町政に対する意見も頂戴したく存じますので、お気
軽にお越しください。詳細は11月議会だよりで再度お伝えいたし
ます。なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、
内容は変更になる可能性がございます。

<  日　時  >　11月27日（土）・28日（日）
<開催場所> 広陵町立図書館
＜報告内容＞ 以下の内容を予定しております。
　▷議会が要望してきた、これまでのコロナ対策とコロナ対策の最新状況
　▷広陵町の防災政策
　▷中央公民館の建て替え検討に向けた動き
　▷竹取公園周辺地区まちづくり基本計画
　▷広陵町自治基本条例

　本年 6月２１日、林田危機管理監による議会議員向けの
防災勉強会が開催されました。広陵町を取り巻く自然環境、
発災時の被害想定やＢＣＰ（事業継続計画）などの講義を
受けたあと、質疑応答を行いました。
　質疑応答では、大規模地震発生時の備蓄品や発災時の
指揮命令系統などを確認し、小学校を自主避難所にしても
らえるように打診しました。
　毎年のように水害が発生し、地震もいつ起こるか分かりま
せん。議員一同、研鑽に努め、災害に強いまちの実現に取り
組みます。

　当日は７月定例議会初日でした。庁舎内の職員と一緒に緊
急避難訓練に議員も参加しました。先ずは机の下にもぐり込
んで暫く様子を見て、３階の本会議場から階段を利用して（エ
レベーターは使えません）役場前に集合しました。
　短時間でも、こうした訓練を実施してまさかの時に備えた
いものです。

令和3年度第2回
議会報告会開催！議会報告会開催！

防災勉強会＆シェイクアウト

▲過去の議会報告の様子
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第12回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利を目的
としない公共性・公益性が高いボラン
ティア的な団体を掲載しています。）

　平成10年11月、社会福祉協議会主催の「福祉入門講座」を受講し、共感を受けた有志20名が集
い、人や地域のために、何か役に立つことをしたいとの思いから「自分たちができることから始め
よう」と考え、秋桜の花から名付けたボランティアグループが発足しました。

○高齢者支援
　　・介護服の縫製リフォーム
　　・特別養護老人ホームや在宅介護宅への出張美容の実施（予約制）
　　・毎年、敬老の日に「愛の赤飯弁当」を独居老人の方に無料で配食
　　食事は、その人の心と身を整える大切なもの。食する人のことを思い、
　　心を込めて作っています。

○障害者支援
　　・施設の授産品の手伝い、スポーツ大会やもちつき大会の支援
○環境美化活動
　　・町内の違反広告撤去作業
　　・かぐや姫まつり会場内の美化活動

○平成12年～14年　「いきいきサロン」交流会の開催
○平成17年　高齢者居場所づくりふれあい事業
　　・さわやかホールで着物のリフォームファッションショー、歌謡ショーを開催
○平成20年　防災対策高齢者交流事業「地域の防災を考える集い」
　　・かぐや姫ホールにて講師を招き、防災対策講習会を開催。
　　　中央公民館では約200名の方が非常食作りや試食会を体験

　ボランティア活動を継続していくことが、地域の人々との繋がりが広がり、信頼関係を築き、一
つのグループではなく、地域が一体となって地域共働の活性化事業ができるようになってきたこと
が、活動の成果だと思います。
　あなたも、できることから始めてみませんか？

　　　　　コスモス会　　代表者　古田　ミキ　　

　　　　　連絡先　広陵町社会福祉協議会　☎５５－８３００

★活動開始

★活動実績及び内容

コスモス会
みなさんも活動に参加してみませんか？
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令和３年５月臨時会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。
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議案第１号（議員修正案） 

議案第１号（委員会修正案） 

議案第１号（修正した部分を除く原案）

否 　 　 決
可 　 　 決
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議 案 議決結果
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催
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①
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催
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②
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６
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。
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。
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。
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憲
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。
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。
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介
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令和3年7月議会提出議案（議案は採決し、報告は町長専決の報告）
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

報告第４号

報告第5号

報告第6号

報告第7号

報告第8号

報告第9号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

報告第14号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

令和3年度税制改定に伴う町税条例の
改定（住宅ローン控除他）

令和2年度広陵町土地開発公社決算の報告

コロナワクチン予算の一部を繰越明許する
もの（予算額に変更なし）

飲食店時短要請協力金（1,600 万円）

同上の協力金に 2,900 万円を追加

コロナワクチン接種の前倒しに関する補正

旧水道局跡地の安全確認費用

議決済みの一般財源について確定

公園転落防止フェンス予算の繰越

任期満了の委員の再任を求める

条例を新規に設ける。箸尾準工業地域の
緑地・環境施設の基準を緩和する

町長、副町長の報酬を前任期と同様減額する
今任期中の退職手当の減額

広陵町手数料徴収条例の一部を改正すること
について

本人責任によるマイナンバーカード
再発行手数料（800 円）は継続するが、
直接 J-LISに支払うよう改定

議案第37号 令和３年度広陵町一般会計補正予算（第４号） 5 億 4,000 万円の追加（明細多岐）

議案第38号 訴えの提起について 町有地明け渡しを求める裁判

議 員 提 出
議案第４号

女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
求める意見書について （次頁に全文紹介します）

広陵町税条例等の一部を改正する条例の専決処分
の報告について

令和２年度広陵町土地開発公社の経営状況の報告
について

令和２年度広陵町一般会計補正予算（第１１号）の
専決処分の報告について

令和３年度広陵町一般会計補正予算（第１号）の
専決処分の報告について

令和３年度広陵町一般会計補正予算（第２号）の
専決処分の報告について

令和３年度広陵町一般会計補正予算（第３号）の
専決処分の報告について

令和３年度広陵町水道事業会計補正予算（第1号）
の専決処分の報告について

令和２年度広陵町一般会計繰越明許費繰越計算書
の報告について

令和２年度広陵町一般会計事故繰越し繰越計算書
の報告について

令和２年度広陵町水道事業会計継続費繰越計算書
の報告について

令和２年度広陵町下水道事業会計予算繰越計算書
の報告について

広陵町固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて

広陵町地域経済牽引事業の促進による地域の成長
発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定
に基づく準則を定める条例の制定について

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正することについて
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　１９７９年（昭和５４年）に「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」（以下「女子
差別撤廃条約」とする）が国連総会で採択され、その後、日本は、国内法を整備の上、１９８５年（昭
和６０年）に女子差別撤廃条約を批准しています。
　さらに、１９９９年（平成１１年）には、女子差別撤廃条約の実効性を強化し、女性が抱える問題を
解決するために、女子差別撤廃条約選択議定書が国連総会で採択されました。選択議定書には「個
人通報制度」と「調査制度」の２つの手続きがあり、個人通報制度に基づいて行われる条約機関か
らの勧告に、条約締結国に対して法的強制力はありません。しかし、判決確定後であっても、条約機
関に通報されることが予想されることから、国内の裁判所としては、判決の際に条約機関の解釈や先
例を検討せざるを得ず、国内の人権保障水準が国際人権法水準に平準化されることが期待されます。
よって、選択議定書を批准することにより、締結国は、国際的な人権基準に基づいて女性の人権侵害
救済と人権保障が強化されることになります。
　このように女子差別撤廃条約選択議定書は、女子差別撤廃条約の実効性を確保する上で重要な
役割を果たすことが期待されることから、２０２１年現在、条約批准１８９か国中１１４か国が批准していま
すが、日本はまだ批准していません。国連女子差別撤廃委員会からは、２００４年、２００９年、２０１６年
に選択議定書を批准するように繰り返し求められています。また、国会においては、選択議定書の批
准を求める請願が採択されており、地方議会からも選択議定書の批准を求める意見書が提出されるな
ど、選択議定書の批准を早期に求める声は高まっています。
　女子差別撤廃条約が採択されてから４０年を超えた今、女性の権利を国際水準に高め、女性活躍
をさらに推し進めるためにも、選択議定書を速やかに批准するための環境整備が急務です。
　政府は、第五次男女共同参画基本計画において「女子差別撤廃条約の選択議定書については、
諸課題の整理を含め、早期締結について真剣な検討を進める」としています。
　そこで、国において、我が国の司法制度や立法政策との関連課題等を早急に解決されるよう環境
整備を進め、女子差別撤廃条約選択議定書を速やかに批准するように強く求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　令和３年７月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

　衆議院議長　大島　理森　様
　参議院議長　山東　昭子　様
　内閣総理大臣　菅　義偉　様
　外務大臣　茂木　敏充　様　
　内閣官房長官　加藤　勝信　様
　内閣府特命担当大臣（男女共同参画担当）　丸川　珠代　様

女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
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よ し む ら ひ ろ ゆ き

議長 吉村 裕之

町政を

問う
一  般
質  問

一般質問を７月 14日～ 16日に行いました。
なお、質問内容及び答弁内容については、紙面の
都合上、要約掲載となっておりますので、詳細につ
きましてはインターネット中継、または会議録をご
覧ください。
会議録は、１０月上旬に町役場及び町施設のサービ
スカウンターに配置し、広陵町ホームページにも掲
載する予定です。

ⓘ答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部
次長の発言を要約して掲載する
場合に用いています。

● コロナワクチン接種開始遅延の真相は
● 地域コミュニティの現状確認と早急な対応
● 旧広陵町水道局跡地のガス漏れ事故のその後

谷　禎一 議員（9ページ）

● 横峯公園でのペット連れの散歩について
● 中央公民館の建て替えについて

八尾 春雄 議員（15ページ）

● 町長のまちづくり推進の重点項目について
堀川 季延 議員（13ページ）

● 学校教育の取組について
● 安全な町づくりに向けた取組について

岡本 晃隆 議員（14ページ）

● 町営住宅の建て替えは喫緊の問題
● 脱炭素社会実現の取組は
● 町内の危険通学路を点検し安全確保を

山田 美津代 議員（17ページ）

● 水害（洪水、堤防破堤、内水氾濫避難所）
● アフターコロナ禍の行政サービス

青木　義勝 議員（19ページ）

● 災害に強いまちづくりをめざして
● コロナ禍における諸課題について

山村 美咲子 議員（20ページ）

● コロナ禍でのケアマネ研修予定は
● 不登校に対する適応指導教室の準備が必要
● 学力テストの予想、畿央大学の協力体制は

坂口 友良 議員（10ページ）

● 百済バイパス奥坪橋周辺道路等整備について
● 防災対策について

岡橋 庄次 議員（11ページ）

千北 慎也 議員（16ページ）
● ヤングケアラーの現状把握と対処方法は
● ＧＩＧＡスクール構想の進捗はどうか

● 水道企業統合に対する現状と課題
坂野　佳宏 議員（18ページ）

● 災害対策について
笹井 由明 議員（12ページ）
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コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
開
始
遅
延
の

真
相
は

理
事
者

理
事
者

理
事
者

　
　①

接
種
対
策
室
に
は
福
祉
部
以
外

の
部
長
が
配
属
さ
れ
て
お
ら

ず
、
適
切
な
組
織
体
制
に
改
め

る
必
要
が
あ
る
。

②
町
民
は
接
種
開
始
の
遅
れ
、
医

師
の
予
約
ミ
ス
な
ど
町
へ
の
不

信
と
不
安
を
持
つ
。接
種
計
画
、

完
了
、
ワ
ク
チ
ン
残
量
の
情
報

を
毎
日
Ｈ
Ｐ
で
示
す
こ
と
で
安

心
を
図
れ
る
（
他
市
で
は
予
約

中
止
を
Ｈ
Ｐ
で
掲
載
）。

今
後
町
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

危機管理

①
対
策
本
部
及
び
対
策
室
は
福
祉

課
関
係
で
行
い
、
各
課
で
人
員
補

充
し
体
制
を
整
え
て
住
民
に
迷
惑

の
掛
か
ら
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

②
提
案
資
料
を
基
に
町
の
Ｈ
Ｐ
で

掲
載
も
考
え
る
。

　
　
町
内
開
発
に
よ
り
保
育
園
や

小
学
校
不
足
・
治
水
問
題
や
従
前

か
ら
自
治
会
の
な
い
地
域
、
小
世

帯
の
自
治
会
の
運
営
問
題
な
ど
対

応
が
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
解
決
が

難
し
く
な
る
。以
前
か
ら
提
案
し
、

町
も
理
解
し
て
い
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
も
そ
ろ

そ
ろ
検
討
し
て
は
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
現
状
確
認
と

早
急
な
対
応

まちづくり

区
、
自
治
会
の
活
動
は
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
で
あ
る
。住
民
懇
談

会
の
開
催
を
進
め
、
職
員
も
改
め

て
勉
強
し
、
提
案
の
制
度
が
住
民

に
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
考

え
る
。議
会
で
も
議
論
を
い
た
だ

け
る
よ
う
に
。

①
管
理
責
任
は
あ
る
。

②
請
負
業
者
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。

①
町
の
責
任
は
。

②
業
者
は
第
三
者
に
売
却
を
解
っ

て
解
体
し
て
い
る
の
か
。

③
調
査
設
計
費
や
解
体
費
に
１
億

２
，８
０
０
万
円
を
か
け
６
，０

０
０
万
円
で
土
地
を
売
却
。あ

と
事
故
の
調
査
費
予
算
２
，９
０

　
０
万
円
と
、ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
へ

の
補
償
も
追
加
さ
れ
る
。必
要

な
と
こ
ろ
は
手
当
て
さ
れ
た
う

え
で
無
駄
な
費
用
は
削
減
す
る

よ
う
に
。ま
た
、資
料
等
報
告
を

求
め
る
。

旧
広
陵
町
水
道
局
跡

地
の
ガ
ス
漏
れ
事
故

の
そ
の
後

た に よ し か ず

谷　禎一
コスト
意　識
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さ か ぐ ち と も よ し

坂口  友良

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
ケ
ア
マ
ネ
研
修

が
な
い
が
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
更
新

の
必
要
条
件
に
な
っ
て
い
る
の
で

問
題
は
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
在
宅
で
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
学

べ
る
よ
う
に
世
間
で
は
な
っ
て
い

る
。地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

介
護
福
祉
課
の
対
策
や
危
機
管
理

は
取
ら
れ
て
い
る
か
。規
定
で
は

年
に
４
回
研
修
が
必
要
だ
が
実
績

は
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ケ
ア

マ
ネ
研
修
予
定
は

高齢者
福　祉

　
令
和
２
年
度
は
４
回
の
研
修
を

予
定
し
て
い
た
が
10
月
に
一
回
し

て
そ
の
後
は
見
合
わ
せ
た
。
今
年

度
に
つ
い
て
は
９
月
か
ら
２
月
に

か
け
、
成
年
後
見
制
度
、
家
族
支

援
、Ａ
Ｃ
Ｐ
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
で
研
修
を
予
定
し
て

い
る
。

山
村
町
長

不
登
校
に
対
す
る
適

応
指
導
教
室
の
準
備

が
必
要

学校教育　
　
不
登
校
の
原
因
に
は
種
々
あ

り
、
本
町
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
取
り
組
ん
で
は
い
る
が
、

実
態
と
し
て
小
中
学
校
で
今
だ
に

多
く
の
不
登
校
児
童
生
徒
が
い

る
。他
自
治
体
で
は
適
応
指
導
教

室
が
あ
る
が
、
本
町
で
も
準
備
や

設
備
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
。現
実
論
と
し
て
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
不
登
校
は
令
和
２
年
度
で
は
小

学
校
18
人
、中
学
校
36
人
と
な
り
、

今
年
５
月
末
で
は
小
学
校
６
人
、

中
学
校
14
人
と
な
っ
て
い
る
不
登

校
が
い
る
。現
状
は
大
和
高
田
市

の
教
室
に
受
け
入
れ
を
お
願
い
し

て
い
る
。当
面
は
現
状
の
体
制
を

考
え
て
い
る
。

植
村
教
育
長

植
村
教
育
長

　
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
夏
以
降

に
分
か
る
。学
習
サ
ポ
ー
ト
の
取

組
は
夏
休
み
や
２
学
期
か
ら
は
全

小
学
校
で
放
課
後
塾
を
開
催
し
て

い
く
。畿
央
大
学
と
は
連
携
を
深

め
て
お
り
、
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
で
今
後
も
図
っ
て
い

く
。

学
力
テ
ス
ト
の
予
想
、

畿
央
大
学
の
協
力
体

制
は

学校教育　
　
町
教
育
委
員
会
は
、
夏
休
み

期
に
は
畿
央
大
学
の
学
生
さ
ん
の

協
力
を
得
た
。中
央
公
民
館
で
の

学
習
サ
ポ
ー
ト
や
２
学
期
か
ら
は

各
小
学
校
で
の
学
習
指
導
を
行
う

な
ど
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

取
っ
て
い
た
だ
き
、
学
力
の
底
上

げ
を
期
待
し
て
い
る
。今
後
も
学

習
サ
ポ
ー
ト
や
こ
れ
か
ら
の
生
涯

教
育
に
つ
い
て
も
充
実
し
て
ほ
し

い
。

その他
質問事項

○
ワ
ク
チ
ン
遅
れ
の
反
省

点
と
危
機
管
理
体
制
は
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その他
質問事項

〇
子
ど
も
の
貧
困
と
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に

つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
つ
い
て

お か は し し ょ う じ

岡橋　庄次

百
済
バ
イ
パ
ス
奥

坪
橋
周
辺
道
路
等

整
備
に
つ
い
て

道路整備
　
　①

現
時
点
で
竣
工
ま
で
の
工
程
表

は
で
き
て
い
る
の
か
。

②
道
路
用
地
の
取
得
は
完
了
し
て

い
る
の
か
。ま
た
、
今
年
度
以

降
、
工
事
費
の
予
算
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

③
工
事
に
伴
う
周
辺
道
路
整
備
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。特
に
二
条
公
民
館
前
の

道
路
に
、
雨
天
時
に
大
き
な
水

溜
ま
り
が
で
き
安
全
性
に
問
題

が
あ
る
が
、
対
応
は
考
え
て
い

る
の
か
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

防災対策　
　①

防
災
情
報
の
収
集
・
警
戒
レ
ベ

ル
発
令
の
体
制
な
ど
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
点
検
・
検
討

を
行
っ
て
い
る
か
。

②
警
戒
レ
ベ
ル
３
〜
５
を
発
令
す

る
場
合
、
住
民
へ
の
周
知
徹
底

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方

法
、ル
ー
ト
で
行
う
の
か
。

③
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
情
報

提
供
の
徹
底
と
、
ア
ク
セ
ス
の

便
利
な
避
難
所
の
確
保
に
つ

い
て
。

①
国
の
交
付
金
が
要
望
ど
お
り
配

当
さ
れ
れ
ば
計
画
的
に
工
事
が

で
き
る
が
未
買
収
地
も
あ
り
全

体
は
確
定
で
き
な
い
。

②
用
地
買
収
地
は
21
筆
で
未
買
収

地
が
４
筆
あ
る
。
今
年
度
の
事

業
費
は
１
，
０
０
０
万
円
で
、

百
済
10
号
線
の
広
瀬
川
横
断
の

橋
梁
拡
幅
の
設
計
を
行
う
。

③
特
に
、
二
条
公
民
館
前
は
円
滑
な

通
行
が
で
き
る
よ
う
改
修
す
る
。

①
災
害
情
報
及
び
気
象
予
測
を
基

に
、
住
民
の
安
全
を
最
優
先
に

考
え
、
早
期
に
警
戒
レ
ベ
ル
を

発
表
す
る
。

②
情
報
伝
達
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す

る
な
ど
ツ
ー
ル
の
多
重
化
を
一

層
進
め
る
。

③
一
時
的
な
自
主
避
難
所
と
し
て

東
小
学
校
、
北
小
学
校
の
上
階

の
特
別
室
を
開
設
。

山
村
町
長

山
村
町
長
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①
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー

又
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
町
内
の
公

共
施
設
や
大
型
物
品
販
売
店
舗

等
に
配
布
す
る
と
と
も
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
L
I
N
E
に
て

改
正
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、

さ
ら
に
防
災
訓
練
、
防
災
講
習

会
等
で
周
知
を
図
る
。ま
た
、
個

別
支
援
計
画
に
あ
って
は
、
区
・

自
治
会
・
民
生
委
員
に
も
協
力

を
頂
き
な
が
ら
作
成
に
努
め
て

い
る
。現
在
の
作
成
率
は
48
．

6
％
で
あ
る
。

②
要
支
援
者
名
簿
登
録
希
望
者

は
、
令
和
３
年
２
月
現
在
で
1
，

0
5
6
名
と
な
って
い
る
。う
ち
、

避
難
行
動
に
本
人
及
び
家
族
の

同
意
を
書
面
に
て
提
出
頂
い
て

い
る
方
は
7
5
0
名
で
残
る

3
0
0
名
余
り
の
方
に
つ
い
て

も
広
報
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

③
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
に
お
い
て
、

浸
水
深
0.5ｍ
未
満
の
方
は
、自
宅

に
て
身
の
安
全
を
守
る
。0.5ｍ
〜

3.0ｍ
未
満
の
方
は
、気
象
状
況
に

鑑
み
な
が
ら
垂
直
避
難
か
早
め

の
水
平
避
難
の
判
断
を
行
い
行

動
す
る
。3ｍ
以
上
の
方
は
、
早

め
に
安
全
な
場
所
に
、
若
し
く
は

指
定
避
難
所
に
避
難
す
る
。

④
業
務
継
続
計
画
は
、
町
内
で
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
発
動
す
る
こ
と
か
ら
、大
地
震

を
想
定
す
る
こ
と
で
、大
規
模
な

洪
水
や
大
規
模
火
災
等
の
災
害

に
も
代
用
可
能
と
考
え
る
。

　
　
計
画
は
作
成
し
て
終
わ
り
で

な
く
、作
成
後
に
訓
練
す
る
こ
と

で
身
に
つ
く
と
同
時
に
、
訓
練
で

の
気
付
き
を
見
直
し
に
生
か
す

こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

⑤
現
在
は
傷
病
者
全
員
が
完
治
さ

れ
治
療
費
や
補
償
費
に
つ
い
て

も
完
了
し
て
い
る
。旧
水
道
局
跡

地
を
分
譲
し
た
町
の
責
任
と
し

て
、発
生
後
、地
下
の
安
全
確
認

を
し
、
安
全
宣
言
も
終
え
た
。今

後
、
町
施
設
の
適
切
な
管
理
に

努
め
る
。

山
村
町
長

さ さ い よ し あ き

笹井　由明

災
害
対
策
に
つ
い
て

災害対策①
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

よ
り
、避
難
指
示
で
必
ず
避
難
、

避
難
勧
告
は
廃
止
と
さ
れ
た
。

　
町
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

問
う
。ま
た
、
個
別
計
画
の
作

成
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
事

か
ら
そ
の
取
組
状
況
を
問
う
。

②
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
提

供
の
現
状
を
問
う
。

③
避
難
所
へ
の
移
動
は
時
と
し

て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
事
態

も
考
え
ら
れ
る
。現
状
に
即
し

た
垂
直
避
難
、
水
平
避
難
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
周

知
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
問
う
。

④
総
合
防
災
施
策
の
中
で
様
々
な

事
態
に
対
し
、
町
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
い
か
に
確
保
す

る
か
が
肝
要
で
あ
る
。土
砂
・

水
害
・
地
震
・
大
規
模
火
災
・

危
険
物
災
害・大
規
模
事
故
等
、

そ
の
種
別
ご
と
の
広
陵
町
業
務

継
続
計
画
の
編
集
は
さ
れ
て
い

る
の
か
を
問
う
。

⑤
旧
水
道
局
跡
ガ
ス
発
生
事
故
の

被
害
対
応
処
理
計
画
と
再
発
防

止
策
を
問
う
。
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ほ り か わ と し の ぶ

堀川　季延

　
旧
集
落
地
域
の
木
造
住
宅
が
密

集
す
る
地
域
で
は
、
緊
急
車
両
の

進
入
が
困
難
な
狭
あ
い
道
路
が
多

く
、
火
災
時
に
は
初
期
消
火
に
支

障
を
き
た
し
、
延
焼
に
よ
り
大
規

模
火
災
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

住
宅
密
集
地
の
狭
あ
い
道
路
を
拡

張
整
備
す
る
に
は
、
多
額
の
家
屋

移
転
補
償
費
が
必
要
と
な
る
た

め
、
住
宅
な
ど
の
建
物
を
建
て
替

え
ら
れ
る
際
に
、
建
築
基
準
法
に

よ
り
道
路
中
心
線
か
ら
２
ｍ
の

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
さ
れ
る
部
分
に

つ
い
て
、
用
地
買
収
し
待
機
所
的

な
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

こ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
、
相
当
の

年
月
が
か
か
る
が
、
少
し
ず
つ
道

路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。地
権
者

の
合
意
を
得
て
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

幅
を
３
〜
４
ｍ
と
広
く
取
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
延
焼
を
防
ぐ
防
火

帯
の
機
能
も
持
た
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

　
地
権
者
や
土
地
利
用
者
の
方
々

の
理
解
が
な
い
と
進
め
ら
れ
な
い

の
で
、
地
区
住
民
の
方
々
の
参
画

の
も
と
、
道
路
拡
張
の
必
要
性
か

ら
ル
ー
ト
・
幅
員
の
設
定
な
ど
、

み
ん
な
で
議
論
し
て
計
画
を
作
る

こ
と
が
重
要
と
思
う
。人
口
減
少

が
進
む
な
か
で
空
き
家
が
生
じ
た

場
合
に
、
防
災
広
場
と
し
て
一
時

避
難
場
所
や
防
火
水
槽
を
整
備
す

る
な
ど
、
活
用
対
策
メ
ニ
ュ
ー
も

計
画
で
き
る
と
考
え
る
。

理
事
者

町
長
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
重
点
項
目
に

つ
い
て

町長所信
表明

　
　
町
長
の
三
期
目
も
「
み
な
さ

ん
と
共
に
い
い
町
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
三
つ
の
重
点
項
目

に
「
豊
か
な
町
」、「
安
全
な
町
」、

「
元
気
な
町
」の
推
進
を
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。そ
の
中
の
「
安
全
な
町
」

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。住
宅
密

集
地
の
防
火
対
策
と
狭
あ
い
道
路

拡
張
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
環
境
整
備
を

目
指
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
近
い
将
来
大
規
模
な
地
震
が
予

想
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
在
来
の

地
域
で
は
、
道
路
の
道
幅
が
狭
く

消
防
自
動
車
の
入
れ
な
い
道
が
数

多
く
あ
る
。ま
た
、防
火
水
槽
の
数

も
少
な
く
大
規
模
な
火
災
時
に
対

処
で
き
な
い
地
域
も
あ
る
。相
当

の
年
月
を
か
け
な
い
と
道
路
の
拡

張
は
困
難
で
あ
り
、
法
的
な
し
ば

り
や
地
域
か
ら
の
計
画
書
の
提
出

な
ど
将
来
へ
の
継
承
策
や
担
保
も

必
要
と
考
え
る
が
、「
防
災
対
策
１

０
０
年
計
画
」
と
併
せ
ど
う
い
っ

た
対
策
か
聞
く
。
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お か も と て る た か

岡本　晃隆

学
校
教
育
の
取
組
に

つ
い
て

　
　①

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
及
び
Ｅ
Ｓ
Ｄ
へ
の
各

校
の
取
組
に
つ
い
て
。

②
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
状

況
。

③
通
学
路
の
安
全
対
策
の
見
直

し
、改
善
に
つ
い
て
。

　
　
本
町
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
に
つ

い
て
。

①
町
長
不
在
時
の
代
行
順
及
び
職

員
参
集
体
制
に
つ
い
て
。

②
本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
の
代
替
庁
舎
の
決
定
に

つ
い
て
。

③
電
気
、水
、食
料
の
確
保
に
つ
い

て
。

④
重
要
な
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
。

⑤
非
常
時
の
優
先
業
務
の
整
理
に

　
つ
い
て
。

⑥
情
報
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
が
生

じ
た
場
合
の
連
絡
の
取
り
方
に

つ
い
て
。

⑦
避
難
所
確
保
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

植
村
教
育
長

①
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会

科
を
中
心
に
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点

を
持
ち
、
知
識
、
理
解
、
実
践

力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

②
小
学
校
、
中
学
校
合
わ
せ
て

1
1
6
名
が
登
録
。

③
再
度
の
点
検
確
認
を
各
学
校
長

に
指
示
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
点
検
結
果
を
ふ
ま
え
、
早
急

に
関
係
機
関
や
関
係
部
署
と
協

議
を
行
い
、
適
正
な
対
処
に
努

め
て
い
く
。

①
発
動
権
限
代
行
順
位
は
、
副
町

長
、
教
育
長
、
危
機
管
理
監
。

職
員
参
集
体
制
は
、
庁
内
組
織

体
制
と
配
備
基
準
な
ど
を
詳
細

に
取
り
決
め
て
い
て
、
本
部
長

で
あ
る
町
長
が
決
定
す
る
。

②
総
合
保
健
福
祉
会
館
、図
書
館
、

中
央
公
民
館
。

③
電
気
は
、
自
家
発
電
、
飲
食
料

は
職
員
個
人
で
対
応
を
基
本
と

す
る
が
、
必
要
備
品
は
備
蓄
し

て
い
る
。

④
7
市
町
共
同
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
業
者
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
保
管
。

⑤
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
業
務
の
整
理
、
修

正
等
の
再
確
認
を
行
って
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

⑥
移
動
系
防
災
無
線
や
簡
易
無
線

機
の
使
用
。
住
民
へ
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
防
災
無
線
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
。

⑦
屋
外
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
は

46
か
所
、
屋
内
の
指
定
避
難
所

は
１８
か
所
告
示
。

　
安
全
確
保
（
自
助
）
の
広
報
や
、

各
公
民
館
・
集
会
所
の
活
用
、

北
・
東
小
学
校
の
上
階
の
教
室

等
の
開
設
。

学校教育

安
全
な
町
づ
く
り
に

向
け
た
取
組
に
つ
い

て
町づくり

山
村
町
長
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議
会
は
請
願
を
全
会
一
致
採

択
し
、
町
長
の
決
断
を
求
め
て
い

る
の
に
、
対
応
す
べ
き
審
議
会
に

お
い
て
、
障
害
と
な
っ
て
い
る
財

政
問
題
に
つ
い
て
一
向
に
町
か
ら

の
報
告
が
な
く
進
ん
で
い
な
い
。

所
信
表
明
で
は
自
ら
の
任
期
中
に

「
目
処
を
つ
け
る
」と
あ
る
が
具
体

的
に
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

　
近
年
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
改
善
が

見
ら
れ
、
町
で
は
警
察
の
地
域
活

動
及
び
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
の
応
援
な
ど
で
犬
と
の
関
係

が
変
化
し
て
お
り
、
住
民
の
意
見

を
聴
き
、
看
板
の
表
記
内
容
の
見

直
し
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

や つ お は る お

八尾　春雄

　
　
横
峯
公
園
に
は
、
公
園
管
理

者（
町
長
）が
利
用
者
に
呼
び
か
け

を
行
い
、
公
園
に
ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
こ
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

公
園
法
に
も
公
園
条
例
に
も
こ
の

よ
う
な
規
定
は
な
く
、
愛
犬
家
が

リ
ー
ド
を
用
い
糞
を
持
ち
帰
り
、

人
の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
、
実
態

に
合
わ
な
い
。さ
ら
に
最
近
町
は

民
間
団
体
と
協
定
し
、
犬
を
用
い

た
救
助
を
始
め
た
。人
と
犬
の
共

生
の
立
場
を
明
確
に
し
公
園
看
板

を
実
態
に
合
っ
た
も
の
に
更
新
し

て
は
ど
う
か
。さ
ら
に
看
板
の
記

述
を
根
拠
に
、散
歩
中
の
愛
犬
家

に
対
し
て
大
声
で
恫
喝
す
る
人
物

が
い
る
。こ
れ
で
は
平
穏
に
公
園

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

横
峯
公
園
で
の
ペ
ッ

ト
連
れ
の
散
歩
に
つ

い
て

公園の
利用

山
村
町
長

　
審
議
会
で
は
社
会
教
育
や
文
化

活
動
に
関
す
る
議
論
を
先
行
さ
せ

た
が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
い
よ

い
よ
建
て
替
え
問
題
に
つ
い
て
審

議
願
う
予
定
に
し
て
い
る
。「
目
処

を
つ
け
る
」
と
は
「
予
算
の
確
定

あ
る
い
は
総
合
計
画
の
策
定
」
と

理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。

山
村
町
長

中
央
公
民
館
の
建
て

替
え
に
つ
い
て

中央
公民館

▲

横
峯
公
園
に
は
公
園
管
理
者
の
看
板

と
は
別
に
こ
う
し
た
看
板
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。
「
犬
を
連
れ
て
来
な
い
よ
う

に
」
求
め
る
町
の
態
度
は
一
貫
性
が
な

い
。

その他
質問事項

○
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
遅
れ
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
学
級
定
員

改
善
（
35
人
学
級
の
実

現
）に
つ
い
て

○
町
立
図
書
館
に
故
人
の

蔵
書
の
寄
付
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
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 ち ぎ た    し ん や

千北  慎也

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

現
状
把
握
と
対
処
方

法
は
育

　
　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
中
学

生
の
5.7
%
、
全
日
制
高
校
生
の
4.1

%
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
世
話
を

し
て
い
る
家
族
が
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
）
と
の
こ
と
だ
が
、

本
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と
思
わ

れ
る
学
生
を
発
見
し
た
際
は
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
S
S
W
）な
ど
を
活
用
し
て
対
処

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
。

　
　
県
が
開
設
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
専
用
の
メ
ー
ル
相
談
窓
口
に

は
、
現
時
点
で
相
談
が
来
て
い
な

い
と
聞
い
た
。子
供
た
ち
が
普
段

使
う
S
N
S
で
も
相
談
窓
口
を
設

け
る
べ
き
で
は
。

　
　
ま
ず
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
周
知
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
本

町
の
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
は
今
年
度
も
開
催
さ
れ

る
の
か
。ぜ
ひ
、養
成
講
座
で
も
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
推

進
に
向
け
て
I
C
T
支
援
員
は
設

置
済
み
か
。

福　祉理
事
者

　
奈
良
県
が
6
月
に
実
施
し
た
調

査
で
、
本
町
の
中
学
生
の
52
名
が

日
常
的
に
家
事
や
家
族
の
世
話
を

行
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
が
、通
常

の
家
庭
で
の
お
手
伝
い
と
の
区
別

が
必
要
な
の
で
、正
確
な
実
態
把
握

は
で
き
て
い
な
い
。

理
事
者

　
ケ
ー
ス
ご
と
に
S
S
W
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、教
員
や
福
祉
部

局
な
ど
で
対
処
す
る
。

理
事
者

　
S
N
S
や
H
P
な
ど
様
々
な
媒

体
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
る
仕
組

み
作
り
が
重
要
と
考
え
る
。

理
事
者

　
今
年
度
は
全
て
の
学
校
で
開
催

す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

理
事
者

　
事
業
者
と
契
約
し
教
職
員
研
修

を
進
め
て
い
る
。夏
休
み
に
さ
ら
に

指
導
を
受
け
、今
年
度
中
に
遠
隔
授

業
の
実
現
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
。

理
事
者

　
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

理
事
者

　
機
器
を
活
用
し
て
、世
界
と
つ
な

が
る
何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
進
捗
は
ど
う

か
学校教育

　
　
授
業
で
の
活
用
に
加
え
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
他
市
町

村
と
連
携
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
、
活
用
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
海
外
と
つ
な

が
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
際
交
流
に
も
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
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理
事
者

　
転
居
に
ご
協
力
い
た
だ
け
た
ら

解
体
で
き
る
棟
も
あ
る
の
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
集
約
建
て
替

え
に
向
け
協
議
を
行
う
。建
て
替
え

の
基
金
は
貯
め
て
い
な
い
。

　
広
域
化
施
設
構
成
10
市
町
村
の

中
で
は
広
陵
町
を
除
く
他
の
市
町

村
は
そ
の
他
プ
ラ
は
可
燃
ご
み
と

し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。２
０
５
０

年
ま
で
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

町
内
企
業
に
も
再
利
用
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
く
。

植
村
教
育
長

　
緊
急
に
町
内
の
小
中
学
校
に
危

険
個
所
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。危
険
個
所
に
は
関
係

機
関
や
部
署
と
協
議
し
て
優
先
順

位
を
つ
け
て
早
急
に
対
応
す
る
。

や ま だ み つ よ

山田 美津代

　
　
老
朽
化
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
町
営
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
に

近
辺
の
空
き
家
や
ア
パ
ー
ト
を
町

が
用
意
し
て
移
住
し
て
い
た
だ
き

取
り
壊
さ
な
い
と
地
震
が
起
き
て

命
を
奪
わ
れ
る
と
大
変
。又
、コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
い
世
帯
が
増

え
て
い
る
今
、
低
廉
な
家
賃
の
町

営
住
宅
は
必
要
。建
て
替
え
の
基

金
積
み
立
て
が
い
る
。

　
　
令
和
7
年
か
ら
の
天
理
市
広

域
施
設
で
は
そ
の
他
プ
ラ
は
可
燃

ご
み
と
し
て
燃
や
さ
れ
る
。燃
や

せ
ば
C
O
2
が
出
て
脱
炭
素
社
会

の
取
組
と
逆
行
す
る
。そ
れ
を
町

民
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

　
プ
ラ
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
取
組
を

町
と
し
て
検
討
す
べ
き
。町
内
企

業
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
生
分

解
性
プ
ラ
開
発
や
プ
ラ
製
品
の
回

収
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は
。

　
　
千
葉
県
八
街
市
の
事
故
は

P
T
A
が
市
に
要
望
し
て
い
た
の

に
何
の
手
も
打
た
れ
ず
5
人
の
児

童
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
。町

内
の
危
険
な
通
学
路
に
対
策
を
。

　
特
に
沢
の
通
学
路
に
時
間
規
制

や
、迂
回
路
の
設
置
を
。又
、赤
部

の
狭
あ
い
道
路
通
学
路
対
策
や
、

労
祷
保
育
園
前
の
交
差
点
へ
の
車

止
め
な
ど
も
必
要
。

町
営
住
宅
建
て
替
え

は
喫
緊
の
問
題

公共施設

脱
炭
素
社
会
実
現
の

取
組
は

地球温暖化

町
内
の
危
険
通
学
路

を
点
検
し
安
全
確
保

を

通学路
対策

山
村
町
長

その他
質問事項

○
吉
野
町
で
デ
マ
ン
ド
交

通
が
始
ま
っ
た
、
広
陵
町

で
も
す
ぐ
や
る
べ
き
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さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏

水
道
企
業
統
合
に
対

す
る
現
況
と
課
題

水道の
統合

　
　
奈
良
県
よ
り
、
水
道
企
業
統

合
を
提
案
さ
れ
協
議
会
に
参
加
す

る
べ
く
協
定
に
調
印
し
て
い
る
。

　
県
か
ら
統
合
案
を
聞
く
た
め
の

参
加
で
あ
る
と
の
議
会
報
告
に
間

違
い
な
い
か
。

　
議
会
に
説
明
さ
れ
て
い
る
メ

リ
ッ
ト
は
私
に
は
理
解
で
き
な
い
。

　
奈
良
県
の
本
気
度
、
本
意
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
保
有
す
る
基
金
22
億
円
は

住
民
の
資
産
で
も
あ
る
。

　
安
易
に
統
合
す
る
こ
と
は
住
民

理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

　
県
水
道
の
現
在
の
収
支
バ
ラ
ン

ス
も
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　
必
ず
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
１
月
に
水
道
事
業
統

合
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
い

る
。

　
現
在
、担
当
者
レ
ベ
ル
で
部
会
を

設
置
し
、各
市
町
村
の
現
状
を
調
査

し
た
上
で
、検
討
項
目
の
整
理
を
図

り
、統
一
に
向
け
て
検
討
事
項
の
協

議
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、
市
町
村

長
参
加
の
任
意
協
議
会
の
設
立
は

８
月
中
に
設
立
総
会
を
行
う
予
定

と
聞
い
て
お
り
、任
意
協
議
会
に
移

行
す
る
と
、統
合
案
を
聞
く
た
め
の

参
加
で
は
な
く
、県
を
含
め
て
す
べ

て
の
関
係
市
町
村
に
よ
り
統
合
案

を
検
討
、策
定
す
る
場
と
な
り
、す

べ
て
の
市
町
村
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
統
合
案
が
策
定
出
来
れ
ば
、各
市

町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
広
域

水
道
企
業
団
の
設
立
を
進
め
る
こ

と
と
な
る
。

　
県
に
お
い
て
も
、水
道
事
業
の
経

営
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、県
の
水

道
資
産
全
て
を
市
町
村
の
水
道
資

産
と
一
体
化
し
た
企
業
団
の
設
立

に
よ
り
、
水
道
の
理
想
像
で
あ
る
、

「
持
続
」、「
強
靭
」、「
安
全
」を
将
来

に
わ
た
り
確
保
す
る
こ
と
を
目
指

し
、知
事
を
筆
頭
に
積
極
的
に
推
進

す
る
姿
勢
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　
議
員
ご
指
摘
の
心
配
は
十
分
理

解
し
て
お
り
、今
後
、協
議
会
で
の

各
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

保
有
資
産
を
ど
う
す
べ
き
か
住
民

の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
議
論

を
進
め
て
い
く
。

山
村
町
長
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「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
」
元
出
雲
市
長
岩
国
哲
人
氏

の
言
葉
で
、
私
も
信
条
と
し
て
い

る
。行
政
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
る
町

民
、
提
供
す
る
行
政
と
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
と
思
う
。尊
重
し
合
っ

て
キ
ャ
ッ
チ
可
能
な
ボ
ー
ル
を
投

げ
合
う
、結
果
、官
民
協
働
で
こ
と

が
成
る
。今
後
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
い
合
理
的
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
な
る
が
、反
面
、民
を
相
手

の
行
政
に
人
間
味
が
薄
れ
る
と

「
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
」こ
の
言

葉
の
再
確
認
が
今
こ
そ
重
要
と
思

う
。若
手
職
員
参
加
の
熱
い
議
論

の
舞
台
造
り
が
必
要
と
思
う
。具

体
的
見
解
及
び
不
手
際
頻
発
の
反

省
を
求
め
る
。

あ お  き よ し か つ

青木  義勝

水
害
（
洪
水
、
堤

防
破
堤
、
内
水
氾

濫
避
難
所
）

　
　
台
風
時
期
に
備
え
て
、
人
身

も
含
め
た
被
害
を
最
小
限
と
す
る

た
め
、
行
政
の
責
務
と
し
て
水
害

の
歴
史
を
知
り
学
ん
で
課
題
を
解

決
し
て
、現
在
に
備
え
る
。更
に
想

定
外
の
集
中
豪
雨
に
も
対
応
の
備

え
の
現
況
を
町
民
に
周
知
徹
底
す

れ
ば
認
識
を
共
有
で
き
て
、
結
果

減
災
と
な
る
。故
、詳
細
を
問
う
。

①
歴
史

②
過
去
及
び
想
定
の
最
大
雨
量

③
河
川
の
源
流
地
、
水
嵩
の
予
測

に
必
要

④
水
田
と
保
水
量
の
推
移

⑤
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
現
状

⑥
た
め
池
の
安
全
性

⑦
調
整
池
の
完
成
時
期
等

⑧
緊
急
避
難
所
に
東
小
と
北
小
学

校
の
使
用
を
再
度
求
め
る

水害の
備え

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
禍

の
行
政
サ
ー
ビ
ス

役場刷新

山
村
町
長

①
昭
和
以
降
３
度
、
直
近
は
平
成

29
年
大
場

②
12
時
間
で
１
２
０
ｍ
ｍ
、
想
定

は
３
１
６
ｍ
ｍ

③
高
田
川
、
葛
城
川
は
金
剛
山
、

広
瀬
川
、
土
庫
川
は
葛
城
川
の

支
流
、馬
見
川
は
大
塚
付
近

④
共
に
開
発
で
減
少

⑤
現
２
箇
所
。南
郷
で
完
成
予
定

⑥
巡
回
中

⑦
古
寺
川
は
令
和
６
年
、
広
瀬

川
、馬
見
川
は
令
和
７
年

⑧
両
校
共
警
戒
レ
ベ
ル
３
前
後

で
開
設
す
る

山
村
町
長

　
「
最
小
コ
ス
ト
で
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
」
が
基
本
、
業
務
遂
行
方
法

を
見
直
し
組
織
の
再
構
築
と
共

に
デ
ジ
タ
ル
化
で
余
っ
た
時
間

を
職
員
で
し
か
で
き
な
い
人
間

味
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
若
手
職

員
は
説
明
能
力
向
上
の
た
め
昨

年
実
施
の
事
業
プ
レ
ゼ
ン
等
に

積
極
的
に
参
加
を
求
め
政
策
形

成
能
力
の
向
上
を
求
め
る
。ご
指

摘
の
件
は
我
々
役
職
者
は
更
に

深
く
反
省
し
て
責
務
を
全
う
し

て
ま
い
る
。
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み さ こや ま む ら

山村  美咲子

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し

て
危機管理

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い

て
コロナ禍

　
　①

危
機
管
理
に
求
め
ら
れ
る
「
組

織
・
権
限
・
能
力
」に
つ
い
て
、

広
陵
町
の
体
制
は
万
全
か
。災

害
対
応
等
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
、
防
災
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
養
成
研
修
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

②
５
月
23
日
に
実
施
し
た
防
災
訓

練
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
。

③
防
災
備
蓄
品
に
は
使
用
期
限
の

あ
る
品
目
が
あ
る
が
、
期
限
切

れ
前
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
　1

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
経
済
的
困
窮
が
広
が
る

中
、
女
性
が
生
理
用
品
を
買
え
な

く
な
る
い
わ
ゆ
る「
生
理
の
貧
困
」

も
顕
在
化
し
て
い
る
。

①
配
布
の
必
要
性
の
認
識
に
つ
い
て

②
配
布
方
法
を
増
や
し
、
続
け
て

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

③
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
、

学
校
を
始
め
女
性
用
ト
イ
レ
の

個
室
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

④
生
理
な
ど
心
や
体
の
悩
み
を
気

兼
ね
な
く
相
談
で
き
る
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

2
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
孤
独
・
孤

立
に
つ
い
て
は
、特
に
女
性
や
子
ど

も
の
自
殺
が
増
加
し
て
い
る
。ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
の
実
態

把
握
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

広
陵
町
の
取
組
は
。

①
本
町
の
地
域
防
災
計
画
及
び

業
務
継
続
計
画
で
詳
細
に
取

り
決
め
て
お
り
、
危
機
管
理
監

の
助
言
を
得
て
本
部
長
の
私

が
決
定
す
る
。防
災
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
養
成
研
修
に
は
、
危
機

管
理
監
に
平
成
28
年
度
、
令
和

2
年
度
、
本
年
度
も
受
講
を
予

定
し
て
い
る
。他
の
職
員
へ
も

働
き
か
け
た
い
。

②
安
否
確
認
方
法
に
地
域
格
差

が
あ
っ
た
た
め
、
避
難
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
を
感

じ
た
。

③
食
料
品
は
、
町
内
の
福
祉
施
設

に
配
布
し
た
り
、
防
災
訓
練
等

で
啓
発
用
に
配
布
し
て
い
る
。

今
後
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の

提
供
も
検
討
し
た
い
。

山
村
町
長

山
村
町
長

1①
あ
る
。

②
防
災
備
蓄
品
の
更
新
を
兼
ね

て
配
布
す
る
形
で
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

③
配
布
手
段
の
拡
大
等
を
検
討

し
て
い
く
。

④
専
門
の
相
談
員
が
対
応
す
る

「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
勧
め
る
。

2
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
座
を
取

り
入
れ
て
い
く
。

その他
質問事項
○
住
民
の
夢
や
希
望
を
育

て
る
施
設
の
建
設
を
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委 員 会 の 窓

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
１
号

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
自
治

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
本
条
例
の
具
体
的
な
周

知
方
法
や
必
要
な
予
算
は
。

広
陵
町
自
治
基
本
条
例
推
進
会

議
の
設
置
内
容
、
時
期
は
。

　
　
　
２
年
間
か
け
て
住
民
に

伝
え
て
き
て
お
り
、
地
域
役
員

に
も
説
明
し
て
い
る
が
関
心
が

薄
い
。
具
体
的
な
周
知
及
び
運

用
に
つ
い
て
追
加
資
料
で
説
明
。

　
　
　
　
　
　
　
特
別
職
の
職

員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
不
祥

事
に
関
す
る
給
与
減
額
で
は
な

い
が
、
何
ら
か
の
方
策
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
多
く
の
方
の
意
見
を
聞

き
、
判
断
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度

広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
　
　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修

は
、
定
期
的
に
行
う
も
の
か
。

　
　
　
毎
年
の
シ
ス
テ
ム
改
修

と
は
別
で
、
今
年
度
は
児
童
手

当
の
受
給
者
の
非
課
税
世
帯
に

５
万
円
を
支
給
す
る
改
修
。

　
　
　
生
活
支
援
特
別
定
額
給

付
金
シ
ス
テ
ム
導
入
等
委
託
料

に
つ
い
て
、
電
算
委
託
料
で
な

い
郵
便
作
業
等
も
含
ん
で
い
る

が
、
科
目
を
分
け
る
べ
き
。

　
　
　
予
算
の
執
行
段
階
で
科

目
を
新
設
し
て
対
応
す
る
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
末
の
残
高

は
、
１５
億
１
，
３
０
０
万
円
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
お
け

る
取
り
崩
し
額
は
、約
１
億
８
，

２
０
０
万
円
。
今
回
の
補
正
後

の
残
高
は
、
約
９
億
８
，
１
０

０
万
円
と
な
る
。

　
　
　
か
ぐ
や
チ
ケ
ッ
ト
の
総

括
に
つ
い
て
、
だ
れ
が
購
入
し

て
、
ど
う
使
わ
れ
た
か
。

　
　
　
報
告
す
る
。

質
問

議
案
第
35
号

議
案
第
36
号

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
手
数

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
あ

る
い
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
発
行
に
つ
い
て
手
数
料
を

負
担
せ
よ
、
と
の
趣
旨
か
。

　
　
　
今
回
の
改
定
は
、
本
人

責
任
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
再
発
行
だ
け
が
手
数

料
（
８
０
０
円
）
支
払
い
の
対

象
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
に
つ
い
て
は
既
に
廃
止
し
て

い
る
の
で
対
象
外
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
町
の
収
入
に
計
上
後
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
（
略
称
：J-LIS

）
に
送
金

し
て
い
た
も
の
を
、
負
担
額
は

変
更
せ
ず
に
、
直
接
送
金
す
る

仕
組
み
に
変
更
す
る
。

厚
生
建
設
委
員
会

　第２回臨時会及び第２回定例会（７月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託
された７件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な内容と
結果をお知らせします。

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

議
案
第
37
号

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

本
条
例
の
施
行
日
を
「
令
和
３

年
４
月
１
日
」
か
ら
「
令
和
３

年
６
月
１
日
」
に
改
め
る
修
正

案
は
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
35
号
及
び
議
案
第
37
号

に
つ
い
て
は
全
員
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
定
例
会



町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
１
４

7
月
定
例
会

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
３
年
９
月
１
日

広陵町議会だより　114号

22広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

議会からのお願い
議会だより取材のため、腕章を着用した議員または
事務局員が写真撮影に伺うことがございます。その
際は、どうかご理解とご協力をお願いいたします。

７
月
23
日
、つ
い
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。開
催
に

際
し
て
は
、
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
、
最
終
的

に
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。選
手
の

み
な
さ
ま
の
奮
闘
に
は
心
打
た
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
政
府
と
し
て
は
一

定
の
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
状
況
は
、
日
々
刻
々
と
変
わ
っ
て
お

り
、
適
宜
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。広

陵
町
議
会
と
し
て
、み
な
さ
ま
の
お
声
を
町
政

に
届
け
、
役
場
の
意
思
決
定
の
根
拠
や
、
施
策

の
結
果
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
議
論
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、５
月
22
日
は
広
陵
町
議
会
と
し
て
初

め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
視
聴
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。様
々
な
変
化
に
対
応
し
、

町
民
の
み
な
さ
ま
と
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
方
法
を
模
索
し
て
ま

い
り
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
日
誌

11
日 
議
員
懇
談
会

 
総
務
文
教
委
員
会

22
日 
議
会
報
告
会

24
日 

全
員
協
議
会　

 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
２
回
臨
時
会　
　

 

総
務
文
教
委
員
会

 

厚
生
建
設
委
員
会

 

議
員
懇
談
会

15
日 

町
長
選
挙
告
示

18
日 

議
員
懇
談
会

２
日 

全
員
協
議
会　

６
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

常
任
委
員
長
会

９
日 

第
２
回
定
例
会（
初
日
）

14
日 

第
２
回
定
例
会（
２
日
目
）

15
日 

第
２
回
定
例
会（
３
日
目
）

16
日 

第
２
回
定
例
会（
４
日
目
）

19
日 

総
務
文
教
委
員
会

 

厚
生
建
設
委
員
会

21
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
２
回
定
例
会（
最
終
日
）

26
日 

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

２
日　
第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

10
日 

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

5
月

6
月

7
月

8
月

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

八
尾　

春
雄

副
委
員
長　

千
北　

慎
也

委　
　

員　

笹
井　

由
明

委　
　

員　

吉
村　

眞
弓
美

委　
　

員　

岡
本　

晃
隆

委　
　

員　

青
木　

義
勝


